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以前から噛む「咬合Jと 、噛む力「咬合力Jについては、何回かご案内をしてきました

が、人間は年を取るとともに体も変化していきます。これは体の至る所でも起こる事で、

お日の中も例外ではありません。 まず高齢者の方々は、噛む力が衰えていきます。それ
に伴い柔らかいものを好んで食べるようになったりします。 その結果、お日の中は虫歯
ができやすくなります。 また、歯茎 (歯を支えている歯肉と歯の根の周囲の骨)の衰え
から歯周病 (歯肉炎・歯周炎「歯槽膿漏」)が進行しやすくなります。 虫歯が歯根まで及
び治療不可能ならば抜歯となります。 歯周病が進行して骨が無くなり、歯が動き出し噛
むと痛いという状態になれば、やはり多くの場合は抜歯となります。 その結果は、奥歯
から歯が無くなりだし、将棋倒しのように前へ前へと歯が無くなっていく方々が多い様に

思えます。 理由は、噛む力を大部分支える奥歯が無くなるということは、家に例えれば
大黒柱を失 うようなものですから、残りの歯に「咬合力」と言う多大な力が加わり続ける

事で、負担がどんどん増えていく事になるからです。

歯の寿命を考えた時、まずは虫歯予防を若い年齢の時期から徹底させること、さらに成

人したら歯肉炎、歯周病予防も行 うために、歯科医院で定期検診を受け、歯科衛生士から

予防と進行抑制に努めるための方法と、治療を継続していくことで、歯と歯茎を守り、奥

歯を大切にしましょう。 さらに回腔周囲の筋肉の衰えを防止するための筋機能訓練を取
り入れる事で、特に 【お口を開ける筋肉】を鍛えましょう。 噛む方の筋肉は鍛えなくて
も日々の食生活である程度維持できるでしょうが、開く筋肉はよほど意識しない限り、大

きく開くことが無い毎日を送っていると、お口を大きく開くことが困難になります。 そ
の結果は、最後臼歯 (お 日の中で歯列の一番奥にある歯)ま で磨けていないために虫歯に

なる、さらに再治療になりやすい、歯周病も進行しやすい、抜歯になりやすい、とも言え

るのです。

以前に何回もご紹介した「ブラキシズム」 (パラファンクション)な どの噛み癖をお持ち

の方々は、スプリント治療に取り組んでいただいたり、定期的な歯科検診を行い、早めに

お日の中の小さないろいろな問題を早く見つけて早く問題に対処していきましょう。重症

化を防止することができます。 「咬合」理解し、「咬合力」を上手にコントロール出来れ
ば快適な食生活や、健康な体と生活が待っていることでしょう。

奥歯を含めてご自身の歯を 1本でも多く、 1年でも長くもたせていきましょう。 (院長 )
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